
地域の絆と安心な暮らしに関する調査票の
変更点について

和光市保健福祉部健康保険医療課

資料１-３ 令和元年度第1回ヘルスソーシャルキャピタル審議会
【令和元年8月30日（金）】



 

設問　追加（案）

対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

運動や健康行動を促進するには「周囲
からの支援」が重要であるとされている。
⇒市民の運動実施への支援状況の実
　態を把握し、健康づくりの施策決定に
　おける資料とするため追加

●健康状態について
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設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（１）

対 象：全年代
和光市提案

治療を目的として歯科医院を訪れた
人を別にした設問とすることで、歯科
健診を目的とした受診者をより正確に
把握するために追加

対 象：全年代
和光市提案

歯の状況を、義歯の使用状況の有無
別に把握するために追加

対 象：全年代
和光市提案
関連計画：健康日本21（第二次）
和光市の現状を把握し、国と同様の
指標を設定するために追加
【国の目標】
・歯肉に炎症所見を有する者の割合
　20歳代：25 %（令和４年度）
・進行した歯周病を有する者の割合
　40歳代：25%（令和４年度）
　60歳代：45%（令和４年度）
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設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（２）
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案
食生活の満足度は食関連QOLとして、食生活
全体の良好な状態を示す指標の一つとされ
ている。

⇒食生活の満足度から食生活全体の状況を
把握し、健康づくりの施策決定における資料
とするため追加

【目標とする数値等】現在の食生活が「とても
満足」、「まあまあ満足」と回答する者は、食
生活全体の良好さと関連があり、健康度自己
評価が高いとされている。

対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

早期のフレイル対策として、地域高齢者の食
生活を把握するため追加。

※「主食・主菜・副菜のそろった食事摂取　頻度」
だけではなく、「食品摂取の多様　性」を評価
することが重要。
【目標とする数値等】

食品摂取の多様性得点が高いということは、
多様な栄養素の摂取や筋量・身体機能の低
下抑制に関わるとされている。



 

設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（３）
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

主体的に良好な食生活を実践していくには、食
生活リテラシーが高いことが重要であるとされ
ている。

これまでの調査項目には食生活リテラシーに
関する項目がなかったため、和光市民の現状
を把握するため追加。
【目標とする数値等】

食生活リテラシーが高いということは、食情報
を多く検索し活用していること、並びに適切な
食行動の実践と正の関連があるとされている。

対 　象：全年代
和光市提案

健全な食生活を実践できる市民の割合を把
握するため追加



 

設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（４）
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対 　象：全年代　
和光市提案
関連計画：第三次和光市食育推進計画

食育推進コンソーシアム会議における取
組内容について認知度を把握するために
追加

対 　象：全年代
和光市提案
関連計画：健康日本21（第二次）
　　　　　　　健康埼玉21
　　　　　　　埼玉県健康長寿計画（第3次）

和光市の現状を把握し、国と同様の指標
を設定するために追加
【国の目標】
・果物摂取量100g未満の者の割合30 %
（令和４年度）



 

設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（５）
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対 　象：全年代
和光市提案
関連計画：第３次食育推進基本計画
　　　　　　　埼玉県食育推進計画（第４次）

和光市の現状を把握するため追加
【国の目標】
・地域や家庭で受け継がれてきた伝統な
　料理や作法等を継承し、伝えている
　国民の割合
　50 %以上（令和２年度）

対 　象：全年代
和光市提案
関連計画：第二次和光市食育推進計画

和光市の現状を把握するため追加

（前頁の続き）



 

設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（６）
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対 　象：全年代
和光市提案　　
関連計画：第３次食育推進基本計画

和光市の現状を把握するため追加
【国の目標】
・生活習慣病の予防や改善のために、
  普段から適正体重の維持や減塩等に
  気を付けた食生活を実践する国民の
  割合
　75%以上（令和２年度）

（前頁の続き）

対 　象：全年代
和光市提案　　
関連計画：第３次食育推進基本計画

和光市の現状を把握するため追加
【国の目標】
・食品ロス削減のために何らかの行動を
  している国民の割合
　80%以上（令和２年度）
・食品の安全性について基礎的な知識を
  持ち、自ら判断する国民の割合
　80%以上（令和２年度）



 

設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（７）
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

新型タバコが普及してきているが、その害
（特に加熱式タバコ）については一致した見
解が得られていない。

そのため、安易に禁煙目的で新型タバコに
移行している場合は注意が必要である。

禁煙の機運が高まっているなか、本調査結
果を用いて新型タバコへの移行率などを把
握するため追加。

（前頁の続き）



設問　追加（案）

●ライフスタイルや食生活について（８）
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対 　象：全年代
和光市提案
関連計画：健康日本21（第二次）
　　　　　　　埼玉県健康長寿計画（第３次）

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）について、
市民の認知度を把握するために追加
【国の目標】
認知している者の割合　80 %（令和４年度）
【県の目標】
認知している者の割合　80 %（令和５年度）

（前頁の続き）

対 　象：全年代
和光市提案　　
関連計画：健康日本21（第二次）
日常生活における受動喫煙のよる健康への影響に
ついて、市民の認知度を把握するため追加

対 　象：全年代
和光市提案　　
関連計画：健康日本21（第二次）
和光市民の日常生活における受動喫煙の状況を　
把握するため追加



 

設問　追加（案）

●社会活動について（１）
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

地域共生社会の実現に向け、地域住民同士の
世代を超えたつながりの構築が求められている。
これまでの調査項目には多世代交流に関する項
目がなかったため、和光市民の現状を把握する
ため追加。
【目標とする数値等】

いずれかの世代の者と会話をする機会が「よくあ
る」「ときどきある」と回答するものは精神的健康
度が高いとされている。

対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

社会参加無関心層の理由を探ることにより、社
会参加促進の方策を構築することが可能となる。

そのため、厚労省調査および内閣府調査を参考
にグループ活動非参加者の理由を調査する設
問を追加



 

設問　追加（案）

●親族や友人・近隣との交流について
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

社会的孤立は健康状態に悪影響を及ぼすリス
クファクターであることが知られているが、SNSを
介した「つながり」が、健康維持に有用な社会交
流であるか否かは明らかではなく、本調査項目
は健康行動評価として重要な調査項目となる。
また、SNSを用いた市政情報（健康情報）の広報
効果検証の一環となりえる。



 

設問　追加（案）

●運動実施頻度と環境について（１）
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

運動時間をより正確に評価するには、運動習慣
だけでなく、生活活動における運動（通勤におけ
る歩行など）も含めることが重要であるため。

【目標とする数値等】
運動時間については、合計で150分以上／週が
健康維持に有効である。テレビ視聴時間について
は、5時間以上／日の者は死亡リスクが高いとさ
れている。



 

設問　追加（案）

●運動実施頻度と環境について（２）
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対 　象：全年代
和光市の提案

休養の状況など、健康状態に関する設問と
睡眠時間との関係を把握するために追加

（前頁の続き）
対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

運動時間をより正確に評価するには、運動
習慣だけでなく、生活活動における運動（通
勤における歩行など）も含めることが重要で
あるため。

【目標とする数値等】
運動時間については、合計で150分以上／
週が健康維持に有効である。テレビ視聴時
間については、5時間以上／日の者は死亡
リスクが高いとされている。



 

設問　追加（案）

●地域での暮らしについて
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対 　象：全年代
和光市提案
関連計画：健康日本21（第二次）

和光市の状況を把握し、国と同様の
指標を設定するために設問を追加

国の目標：居住地域でお互いに助け
合っていると思う人の割合
　65 %（令和４年度）



 

設問　追加（案）

●日常生活で感じていること（１）
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

自殺総合対策推進センターの提案により、
項目を追加

自殺総合対策大綱（2017年）では、子どもか
ら高齢者まで、何らかの生きづらさを抱えた
時に、孤独・孤立に陥ることなく、社会につな
がり、誰かに話したりすることによって、その
悩みや生きづらさを解消していくことができ
る「生きることの促進要因」として、居場所づ
くりが重視されている。

また、何らかの生活を送る上で困難に直面
した際に、相談できる窓口や適切な支援に
ついて周知していることが重要であり、情報
の均てん化が喫緊の課題となっている。



 

設問　追加（案）

●日常生活で感じていること（２）
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対 　象：全年代
和光市提案

和光市民について、悩みや不満、つらい気
持ちを相談できる人がいる、又は機関につ
いて周知しているかを把握するため追加



 

設問　追加（案）

●ご自身のことについて
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対 　象：全年代
和光市提案

和光市の状況を把握し、国と同様の指標を
設定するため追加
【国の目標】

・健康で豊かな生活のための時間が確保で
きる社会の実現に関する 社会全体の目標と
して、「週労働時間 60 時間以上の雇用者の
割合」を５ %（令和４年度）とする。



 

設問　変更（案）

●ご自身のことについて
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対 　象：全年代
東京都健康長寿医療センター提案

厚生労働省の調査では、「日本人の高齢者で
は、仕事を健康維持や老化防止の機会として

とらえている傾向がある」としていることから、
和光市の労働者について、雇用形態や働く理
由について状況を把握し、健康状態との関連
性について把握するため、設問内容を変更。


